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アレハンドロのためにいのる

助
たす

けてください。」
間
ま

もなく，ママが夕
ゆう

食
しょく

のためにヘラルドをよびました。ヘラル
ドの好

こう

物
ぶつ

であるププサを作
つく

ってくれていました。ヘラルドは，
チーズと豆

まめ

がたっぷり入
はい

った分
ぶ

厚
あつ

い焼
や

きトルティーヤを一
ひと

口
くち

食
た

べました。けれども，やっぱりお兄
にい

ちゃんのことが心
しん

配
ぱい

です。
アレハンドロはププサをほんの数

すう

口
くち

しか食
た

べず，
顔
かお

をしかめ，動
どう

作
さ

はゆっくりでした。
ママも気

き

がついたようで「教
きょう

会
かい

の動
どう

画
が

を
見
み

ない？」と聞
き

きました。家
か

族
ぞく

のみんな
は，悲

かな

しいときにイエス・キリストに
ついての動

どう

画
が

を見
み

るのが好
す

きでし
た。
「分

わ

かった。」ヘラルドはお皿
さら

を片
かた

付
づ

け，ママは動
どう

画
が

のじゅんびをしま
した。そして，動

どう

画
が

を見
み

るためにみ
んなすわりました。
動
どう

画
が

の中
なか

で，イエス・キリストは園
その

の
木
き

のそばでいのられました。ヘラルドは
この話

はなし

を知
し

っていました。イエス様
さま

が十
じゅう

字
じ

架
か

上
じょう

でなくなる前
まえ

に苦
くる

しまれたときのことです。
動
どう

画
が

が終
お

わると，ヘラルドはおだやかで安
やす

らかな気
き

持
も

ちを感
かん

じましたが，疑
ぎ

問
もん

がありました。「どうしてイエス様
さま

はあ
んなにいたい思

おも

いをしなければならなかったの？」ヘラルドは
たずねました。

ママはヘラルドとアレハンドロをぎゅっとだきしめました。
「イエス様

さま

はわたしたちを愛
あい

しておられるから，いたい思
おも

いをす
ることを選

えら

ばれたのよ。イエス様
さま

はわたしたちが経
けい

験
けん

するすべ
てのいたみを感

かん

じられたの。」
ヘラルドはアレハンドロを見

み

ました。「イエス様
さま

は，がんにな
るとどんな気

き

持
も

ちになるか知
し

っておられるの？」
「ええ，ごぞんじよ」と，ママは言

い

いました。「イエス様
さま

はそれ
がどれほどつらいかをごぞんじなの。そして，その気

き

持
も

ちをお
分
わ

かりだから，わたしたちを助
たす

ける方
ほう

法
ほう

もお分
わ

かりなのよ。」
ヘラルドは大

おお

きな毛
もう

布
ふ

に包
つつ

まれているような，温
あたた

かい気
き

持
も

ち
を感

かん

じました。天
てん

のお父
とう

様
さま

とイエス・キリストはヘラルドの家
か

族
ぞく

このお話
はなし

はエルサルバドルでの出
で

来
き

事
ごと

です。

ヘラルドはローラースケートで家
いえ

の前
まえ

まで来
き

ました。ママ
の車
くるま

が道
みち

にとまっていました。つまり，ママとお兄
にい

ちゃん
のアレハンドロが病

びょう

院
いん

からもどってきていたのです。ヘラルド
はスケートぐつをぬぎ，中

なか

へかけこみました。
「ヘラルド？」ママが「こっちにいるわよ！」と答

こた

えました。
ヘラルドが居

い

間
ま

に入
はい

ると，アレハンドロはソファに
横
よこ

になり，ママはそのとなりにすわって心
しん

配
ぱい

そ
うにしていました。

ヘラルドも心
しん

配
ぱい

でした。アレハンドロ
ががんにかかっていることが分

わ

かった
のは先

せん

週
しゅう

のことです。アレハンドロ
はとても具

ぐ

合
あい

が悪
わる

そうでした。
しかし，アレハンドロはヘラルド

が入
はい

ってくると起
お

き上
あ

がり，にっこ
りしました。「お帰

かえ

り！ 今
き ょ う

日は楽
たの

し
かった？」
「うん，でもお医

い

者
しゃ

さんはどうだっ
た？」ヘラルドはたずねました。
「手

しゅ

術
じゅつ

を受
う

けなきゃいけないんだって」と，
アレハンドロは言

い

いました。
ママがうなずきます。「でも，一

いち

番
ばん

助
たす

けになる
お医

い

者
しゃ

さんは小
しょう

児
に

病
びょう

院
いん

にいるの。アレハンドロは
14 才

さい

だから，そこで治
ち

療
りょう

を受
う

けるには大
おお

きすぎるのよ。どこか
別
べつ

の病
びょう

院
いん

を探
さが

さないと。」
ヘラルドはおなかがしめつけられるようでした。もしアレハン

ドロを助
たす

けてくれる人
ひと

が見
み

つからなかったら，どうなるのでしょ
うか。アレハンドロのがんはもっと悪

わる

くなるのでしょうか。
ヘラルドは自

じ

分
ぶん

の部
へ

屋
や

へ行
い

きました。考
かんが

える時
じ

間
かん

が必
ひつ

要
よう

でし
た。

初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

で，ヘラルドは天
てん

のお父
とう

様
さま

がいつも自
じ

分
ぶん

のいのりを
聞
き

いてくださることを学
まな

びました。ヘラルドは，いつでも天
てん

のお
父
とう

様
さま

に助
たす

けを求
もと

められることを知
し

っていました。
そこで，ベッドの横

よこ

にひざまずき，うでを組
く

みました。「天
てん

の
お父

とう

様
さま

，アレハンドロのことを助
たす

けてください。」ヘラルドはい
のりました。「どうか，手

しゅ

術
じゅつ

ができるお医
い

者
しゃ

さんが見
み

つかるよう

リベカ・ジェイクマン
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました ）

「みなさんもわたしも，自
じ

分
ぶん

の弱
よわ

さになやむとき，『だれも理
り

解
かい

してくれない。 
だれにも分

わ

からない』と声
こえ

を上
あ

げることがあるかもしれません。 
分
わ

かる人
にん

間
げん

はいないかもしれません。しかし，神
かみ

の御
おん

子
こ

はすべてを 
ごぞんじであり，完

かん

全
ぜん

に理
り

解
かい

しておられます。わたしたちが経
けい

験
けん

するより先
さき

に， 
わたしたちの苦

くる

しみを味
あじ

わい，重
おも

荷
に

を負
お

われたからです。」
十
じゅう

二
に

使
し

徒
と

定
てい

員
いん

会
かい
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のことをごぞんじで，愛
あい

しておられるのです。お二
ふた

人
り

はアレハン
ドロを助

たす

ける方
ほう

法
ほう

をごぞんじなのです。
次
つぎ

の日
ひ

，ヘラルドが学
がっ

校
こう

から帰
かえ

ってくると，ママがバッグに荷
に

物
もつ

をまとめていました。
「いい知

し

らせよ！」ママが言
い

いました。「小
しょう

児
に

病
びょう

院
いん

のお医
い

者
しゃ

さ
んに相

そう

談
だん

したら，アレハンドロのことを助
たす

けてくれることになっ
たの。あした手

しゅ

術
じゅつ

を受
う

けることになったのよ。」
ヘラルドはママをぎゅっとだきしめました。「天

てん

のお父
とう

様
さま

が
ぼくたちのことを助

たす

けてくださっているんだね！ おいのりして
感
かん

謝
しゃ

してもいい？」
「すばらしいアイデアね 」と，ママが言

い

いました。「アレハン
ドロもよんできましょう。」

一
いっ

緒
しょ

にいのると，ヘラルドは平
へい

安
あん

を感
かん

じました。天
てん

のお父
とう

様
さま

は
自
じ

分
ぶん

のいのりを聞
き

いてくださったのです！ アレハンドロは必
ひつ

要
よう

な手
しゅ

術
じゅつ

を受
う

けることになりました。イエス・キリストが，自
じ

分
ぶん

た
ちが経

けい

験
けん

していることを理
り

解
かい

しておられることをヘラルドは知
し

りました。そして，試
し

練
れん

を乗
の

りこえられるよういつも助
たす

けてくだ
さるのです。●
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